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細胞培養時のプレートコーティングに! 

ビトロネクチン ・ ラミニン ・ フィブロネクチン 

 ビトロネクチンは、478個のアミノ酸で構成される、血清や細胞外マトリックスに存在する糖タンパク質
で、フィブロネクチンやラミニンなどと共に細胞接着タンパク質と呼ばれます。 
 本品は、シグナルドメインを除く、20–398アミノ酸フラグメントで構成されている組換えタンパク質です。
ヒトiPS細胞培養のプレートコート剤としてご利用頂くことができます。 

[細胞株] ヒトiPS201B7株 
[培地組成] StemSure® hPSC培地Δ(コードNo.197-17571) + 

  32ng/ mL bFGF(コードNo.060-05383) 
[播種細胞数] 1 × 105 cells / well (6ウェルプレートを使用） 
[継代数] 6継代 本品をD-PBS(-)で100倍希釈した溶液でコートし

た6ウェルプレートを用いてヒトiPS細胞培養を行い、
未分化マーカーにより、未分化性維持を確認した。 

＜ 製品概要 ＞ 
含量： 90%以上 (SDS-PAGE) 
発現： E. coli 
形状： 溶液 
濃度： 0.5 mg / mL 
組成： 20mM Tris-HCl, pH8.0(NaCl, KCl, EDTA, アルギニン, DTT及びグリセリンを含む） 

コードNo. 品名 規格 容量 希望納入価格(円） 

220-02041 
Vitronectin(20-398 aa),  
Human, recombinant, Solution  

生化学用 500 ㎍ 14,500 

ビトロネクチン(20-398 aa), ヒト, 組換え体, 溶液 
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ラミニン溶液, マウスEHS肉腫由来 

 ラミニンは、ほとんどの組織の基底膜の主成分で、基底膜の
構成及び機能を担っています。細胞の接着、移動、増殖及び
軸索成長や分化促進など多くの生物学的活性があります。培
養系においては、細胞培養表面のコーティングに使用され、主
に上皮細胞、神経細胞、肝細胞及び筋細胞の細胞接着を促
進します。 

＜ 製品概要 ＞ 
由来： マウスEHS肉腫 
形状： 溶液 (0.2㎛フィルターでろ過滅菌済み) 
濃度： 0.5 mg / mL 
組成： 20mM Tris-HCl, pH7.4, 150mM NaCl 

＜細胞接着活性測定＞  
ラミニンをPBS(-)で各濃度に希釈し、24ウェルプレートに各ウェル
当たり0.3 mL 塗布し、37℃で一晩静置した。上清を吸引しBSAで
ブロッキング後、TIG-3細胞を5×104個/ml で播き、37℃で90分
静置した。未接着細胞を洗浄後、トリプシンEDTA溶液で接着細胞
をはがし、細胞数を測定した。 

 フィブロネクチンは、細胞外マトリクスを構成する主要な糖タン
パク質で、分子量約250kDaのポリペプチドが二量体を形成して
います。細胞接着、細胞移動、食作用の促進等に関わります。
培養系においては、線維芽細胞、肝細胞、神経細胞等の細胞
接着を促進します。 

＜細胞接着活性測定＞  
 ファイブロネクチンをD-PBS(-)で各濃度に希釈し、24ウェルプ
レートに各ウェル当たり0.3 mL 塗布し､37℃で一晩静置した。上清
を吸引しBSAでブロッキング後、TIG-3細胞を5×10⁴個/mｌLで播
き37℃で90分静置した。未接着細胞を洗浄後､トリプシンEDTA 
溶液で接着細胞をはがし､細胞数を測定した。 

フィブロネクチン溶液, ヒト血漿由来 

＜ 製品概要 ＞ 
由来： ヒト血漿 
形状： 溶液 (0.2㎛フィルターでろ過滅菌済み) 
濃度： 0.5 mg / mL 
組成： 20mM Tris-HCl, pH7.0, 450mM NaCl, 12% Glycerol 

コードNo. 品名 規格 容量 希望納入価格(円） 

120-05751 Laminin Solution, from Mouse EHS Tumor 細胞培養用 1 mg 28,800 

063-05591 Fibronectin Solution, from Human Plasma 細胞培養用 1 mg 19,500 
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